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粒子衝突に際に相対速度 Vr= V-Vlが Vr'に変化するハ}ドコア的な衝突においてはねかえり係数eを
V/ . n= -e(vr . n) 、 ????? ??? 、
で導入する‘ここでnは接触した際の共通法線である. 本当ははねかえり係数εは定数ではなく?接線方
向の衝突でもエネルギー散逸があるがその影響は無視して O~e 壬 l の定数とする. (1)式に従う 1回の衝
突あたり運動エネルギーは
~2 




。f. .2 r， r 夜十 V.V'f =σ:.! / dV1Jd08(vr . n)円γ -ffI] (3) 
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